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i観察参加はparticipantobservationの訳語であり､関与的参加とも言われるO当然のことであるが､｢観察｣および｢参
加｣という二つの出来事を並べたものではない.たとえばサリヴァンは｢純粋に客観的データというものは精神医学に
はないOさりとて主観的データがそのままで堂々と通用するものでもない.素材を科学的に扱うためにはいろいろな
力動態勢や過程や傾向性をベクトル的に加算して力積をつくらなければならない｡｣と述べている (サリヴァン,班.S.
1986pp.19･20)｡
i言葉それ自体は誤解してしまうと､あたかも誰しもが中立的に用いることのできるコミュニケーションの道具と考
えられてしまうが､それは誤りである｡確かに言葉は人間が社会的に生きていることを端的にあらわす現象であり(ク
ワント)､そうであるがゆえに客観性を帯びている｡しかしながら､ある個人の使う言葉はその個人の属する社会にお
いて発達とともに社会化されたものでもある｡つまり客観性は帯びているが､完全に主観を排したところに存在する
ものではないのである｡
iiウィトゲンシュタインの｢わたくしの言語の限界はわたくしの世界の限界を意味する｡｣(ウィトゲンシュタイン
19685.6)｢世界がわたくしの世界であるということは､この需 f(わたくしの理解している唯一の言言動がわたくしの
世界の限界を意味するということのうちに示されている｡｣(同上5.62)という有名な命題を持ち出すまでもないが､表
現された言葉がその書き手の世界を表現しているということは､現在では人文科学や社会科学の諸分野において広く
受け入れられている｡
iv主観主義と客観主義について早坂泰畑βは､｢われわれは普通､客観的という語を r多数の人の一致したみかた｣
の意味で理解しがちだが､これは r対象をあるがままにとらえることが成功していればいるだけおのずから衆目は一
致してくるJという信念- およびその信念を基づける少なからぬ事実が存在すること- にもとづいているといっ
てよい.･･略-われわれ一人ひとりの認識が､一人ひとりの認識のままでは独断的､偏見的に走りがちなことは事実
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である｡一人ひとりの認識が独断と偏見から解放され､豊かで広い､より客観的な認識へと展開､成長してゆくのは
絶えることのない､他者との自由が 寸話によってであるO.･･略･.このプロセスに終わりはない.こうして主観的認識
は､たえずより客観的な認識になっていく｡-略-客観主義的認識は､一見主観主義と正反対に見える｡それは一切
の主観を拒否し､認識の眼を外なる対象だけに向けようとする｡しかしながら､そこにははじめから無理がある｡認
識であるかぎり､そこには本来なにがしかの独断的偏見的限界があることは何人も否定できないからである｡-略-
そうした事実から客観主義は一挙に感性を排除し､無視することで独断と偏見から自由になることをめざそうとする｡
-略-感性を排除し無視できると信じてきた客観主義的諸科学は､生体としての人間のありようそのもの､生命のあ
りようそのものを恋意的に限定しようとした点では一種の主観主義に他ならないということもできる｣(早坂泰次郎
1990pp.31-32)と述べる｡
Ⅴ実習という学生にとっては特別な場面においてもその活動場面の大半は日常性に埋没した活動である｡当然実習生
は普段の学生生活とは違う緊張感を持ち､一挙手一投足に意識を集中することが要求されるが､たとえば歩いている
最中や利用児 ･者に声かけをしている最中のすべての瞬間に懇意的な活動をすることはできない｡歩くということの
自明性を疑えば歩けなくなってしまうし､話すということの自明性を問い返せi讃舌せなくなってしまうO
vi問主観的もしくは間主観性という言葉は相互主観性と訳されることもある｡現象学事典によれば｢複数の主観がそ
れぞれ主観のままで(つまり他の主観の-対象としてではなく､共通の｢われわれ｣として)､共同で築きあげる一つの
相互関係のことである｡その関係は人間どうしの社会関係を基礎づけるだけではなく､事物の客観性の基底をなすも
のとして､フッサール現象学において特に重要な役割を負わされていた｣とされている｡
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